
あ お も り

春を知らせる　横浜町の菜の花 横
よこ

浜
はま

町
まち

　菜の花フェスティバルが開催される５月には、町内の菜の花畑には鮮やかな黄色が広がります。フェスティバルは、菜の花畑
に囲まれた会場で出店や菜の花迷路など、大人も子供も楽しめる内容となっています。
　写真はフェスティバルと同時期に開催している「菜の花フォトコンテスト」入賞作品の１枚です。
※今年度の菜の花フェスティバルについては、横浜町ＨＰをご確認ください。
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定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
を
は

じ
め
来
賓
及
び
被
表
彰
者
な
ど
四

十
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
浜
谷
会
長
が
あ
い
さ

つ
で
、「
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ

る
皆
様
に
は
、
こ
の
た
び
の
栄
誉

に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
お

喜
び
を
申
し
上
げ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
住
民
生

活
や
地
域
経
済
活
動
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
各
町
村
と
も
そ
の

対
応
と
地
域
活
性
化
へ
の
取
組
み

に
力
を
尽
く
し
て
い
る
が
、
来
年

度
も
本
会
と
し
て
、
引
き
続
き
こ

れ
ま
で
の
政
務
活
動
や
町
村
長
の

健
康
管
理
、
研
修
等
の
活
動
と
と

も
に
、
県
民
の
県
内
町
村
へ
の
流

動
化
を
活
発
化
さ
せ
、
町
村
の
魅

力
や
観
光
資
源
の
再
発
見
を
促
進

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
参
り
た
い
。
青
森
県
の

町
村
数
は
、
三
十
町
村
と
全
国
で

も
六
番
目
の
町
村

数
と
な
っ
て
い
る

が
、
私
共
は
こ
れ

を
大
き
な『
財
産
』

と
し
て
と
ら
え
、

厳
し
い
時
代
環
境

に
あ
っ
て
も
、
三

十
町
村
が『
連
携
』

と『
調
和
』を
も
っ

て
き
め
細
か
い
行

政
対
応
の
推
進
や

諸
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
参
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表
彰

と
し
て
自
治
功
労
者
の
山
本
田
子

町
長
の
表
彰
伝
達
を
行
っ
た
ほ
か
、

県
町
村
会
表
彰
と
し
て
自
治
功
労

者
の
山
田
大
鰐
町
長
、
戸
田
六
ヶ

所
村
長
、
樋
口
佐
井
村
長
、
橋
本

町村を取り巻く環境について述べる浜谷会長

定期総会には町村長はじめ40人が出席

　

本
会
は
二
月
二
十
六
日
、
青
森

市
の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
令

和
三
年
第
一
回
定
期
総
会
を
開
催

し
、
令
和
三
年
度
の
事
業
計
画
及

び
予
算
な
ど
を
決
定
し
た
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
と
万
全
な
地
域
経
済
対

策
の
実
施
な
ど
十
項
目
の
決
議
を

採
択
し
た
。
ま
た
、
議
事
に
先
立

ち
、
全
国
町
村
会
表
彰
の
伝
達
及

び
青
森
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
自

治
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
た
。

本
会
定
期
総
会

新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
防
止
と
地
域
経
済
対
策
、
地
方
創
生
の
推
進
な
ど
決
議

永
年
の
功
績
を
称
え
て
全
国
・
県
表
彰

表　

彰

自
治
功
労
者



３

六
ヶ
所
村
副
村
長
の
ほ
か
、
一
般

職
員
百
五
十
二
名
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
授
与
し
た
。

　

表
彰
終
了
後
、
来
賓
の
三
村
知

事
が
祝
辞
を
述
べ
、
ま
た
、
同
じ

く
来
賓
と
し
て
出
席
の
石
戸
県
町

村
議
会
議
長
会
会
長
、
鉄
永
県
総

務
部
長
、
宇
野
県
総
務
部
市
町
村

課
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
金
澤
副
会
長

（
大
間
町
長
）
が
令
和
三
年
一
月

十
八
日
を
も
っ
て
町
長
を
退
任
し

た
こ
と
に
伴
い
、
副
会
長
が
欠
員

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
副
会
長
の

選
任
を
行
い
、
新
た
に
野
崎
大
間

町
長
を
選
任
し
た
。

　

引
き
続
き
、
浜
谷
会
長
が
議
長

と
な
っ
て
議
事
に
入
り
、
令
和
三

年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
な

ど
議
案
四
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決

定
し
た
。

○
議
案
第
一
号　

令
和
三
年
度
青

森
県
町
村
会
事
業
計
画
案（
概
要
）

＝
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
や
制
約

の
中
に
お
い
て
も
県
、
全
国
町
村

会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
緊
密

の
財
政
の
安
定
と

町
村
職
員
等
の
福

祉
の
向
上
に
資
す

る
た
め
、
よ
り
一

層
の
利
用
を
促
進

し
、
も
っ
て
町
村

の
振
興
発
展
と
活

力
あ
る
地
域
社
会

の
実
現
に
寄
与
し

て
い
く
。

○
議
案
第
二
号　

令
和
三
年
度
青
森

県
町
村
会
会
費
案

＝
会
費
総
額
は
、

六
百
十
七
万
三
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

令
和
三
年
度
青

森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算
案
＝

収
入
支
出
予
算
総
額
を
、
収
入
支

出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
四
千
五
百
七
十

四
万
九
千
円
（
対
前
年
度
比
二
千

百
五
十
七
万
三
千
円 

八
・
一
％

減
）
と
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

令
和
三
年
度
青

森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済
事
業

等
特
別
会
計
予
算
案
＝
経
常
収
支

計
を
、
四
千
七
百
三
十
一
万
六
千

円
と
す
る
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
県
健
康

福
祉
部
の
有
賀
部
長
と
嶋
谷
次
長

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
体
制
の
整
備
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

に
し
て
、
町
村
自
治
確
立
の
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
と
万
全
な
地
域
経
済
対

策
の
実
施
を
は
じ
め
、
町
村
財
政

基
盤
の
強
化
な
ど
町
村
が
抱
え
る

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
政
務
活

動
を
、
県
内
町
村
の
創
意
と
英
知

を
結
集
し
な
が
ら
積
極
的
に
実
施

す
る
。

　

ま
た
、
本
会
の
主
要
事
業
で
あ

る
町
村
長
の
健
康
維
持
増
進
の
た

め
の
健
康
管
理
事
業
を
は
じ
め
、

町
村
長
並
び
に
町
村
職
員
の
研
修
、

表
彰
、
町
村
職
員
採
用
試
験
、
法

令
外
負
担
金
の
審
査
・
検
討
、
広

報
活
動
等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
効

果
的･

効
率
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　

共
済
関
係
事
業
は
、
関
係
団
体

決　　議（項目抜粋）
１　新型コロナウイルス感染症の拡大防止と万全な地域経済対策の実施を図ること
１　地方創生推進交付金、「まち・ひと・しごと創生事業費」等を拡充し、地方創生の更なる推進を図るこ
と
１　地方交付税等の一般財源総額を確保すること
１　農林漁業者が将来にわたって意欲と希望を持って経営に取り組めるよう、経済のグローバル化に対応し
た農林水産業の振興施策を講じること
１　農林漁業の振興による農山漁村の再生・活性化を図るとともに、田園回帰の時代を拓き、都市と農山漁
村の共生社会を実現すること
１　地方分権改革を推進すること
１　医療・保健・福祉・子育て支援施策を強力に推進するとともに、地域医療の確保・充実のため医師確保
対策を推進すること
１　防災・減災対策等を推進するとともに、道路、河川、生活環境等の整備促進を図ること
１　経済の活性化を図るため、地域資源を最大限活用した魅力ある産業の創出や労働力確保対策等、経済・
雇用施策を推進すること
１　陸路、海路、空路の交通網と魅力ある地域資源を活用した観光振興を推進し、交流人口拡大による地域
経済の活性化を図ること

来賓祝辞を述べる三村知事

議　

事
令
和
三
年
度予

算
を
決
定
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町
村
長
（
就
任
三
期
）

　

三
戸
郡　

田
子
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

晴
美

町
村
長
（
在
職
十
年
以
上
）

　

南
津
軽
郡　

大
鰐
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

年
伸

　

上
北
郡　

六
ヶ
所
村
長

　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田　
　

衛

　

下
北
郡　

佐
井
村
長

　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

秀
視

副
町
村
長
（
在
職
十
五
年
以
上
）

　

上
北
郡　

六
ヶ
所
村
副
村
長

橋
本　
　

晋

一
般
職
の
職
員

（
在
職
二
十
五
年
以
上
）

平
内
町
＝
小
形
正
樹
、
船
橋
浩
教

外
ヶ
浜
町
＝
蝦
名
明
、
阿
保
則
子
、

津
嶋
暢
、
木
村
道
観
、
對
馬
州
剛
、

石
田
早
苗
、
工
藤
歩
美
、
久
慈
良

子
、
石
田
雅
一
、
川
村
貴
文
、
清

水
勝
徳

蓬
田
村
＝
吉
田
聡
、
工
藤
治
郎

鰺
ヶ
沢
町
＝
岩
谷
夕
子
、
碇
谷
秀

雄
、
前
田
輝
美
、
世
永
寿
里
、
工

藤
彩
、
小
山
内
寿

深
浦
町
＝
米
谷
智
明
、
増
冨
勇
人
、

工
藤
宏
昭
、
長
谷
川
賢

西
目
屋
村
＝
三
浦
勝

藤
崎
町
＝
熊
谷
美
佳
子

大
鰐
町
＝
佐
藤
由
実
子

田
舎
館
村
＝
竹
内
理
智
子

板
柳
町
＝
田
中
禎
一
、
山
内
栄
美

子
、
小
枝
咲
子
、
三
上
晴
司
、
會

津
鉄
大
、
三
戸
信
彦
、
外
川
城
健
、

竹
内
ゆ
か
り

鶴
田
町
＝
神
嘉
徳
、
一
戸
泰
人
、

神
達
郎
、
秋
庭
誠
一
、
佐
藤
春
奈
、

山
本
理
、
山
田
修
弘
、
中
野
康
宏

中
泊
町
＝
小
寺
忠
昭
、
山
﨑
聖
一
、

三
上
晃
瑠
、
田
中
綾
人
、
古
川
優
、

木
元
剛
、
木
村
憲
和
、
成
田
寿
美
、

鎌
田
知
美
、
木
村
実
佳
子

野
辺
地
町
＝
古
林
輝
樹
、
木
明
修

七
戸
町
＝
田
村
教
男
、
佐
藤
源
太
、

大
沢
田
慎
一

六
戸
町
＝
田
中
由
紀
子
、
金
崎
純

一
、佐
藤
良
一
、鈴
木
博
文
、佐
々

木
和
仁
、
高
橋
千
秋

横
浜
町
＝
菊
池
義
規
、
若
佐
貴
仁
、

澤
谷
誠

お
い
ら
せ
町
＝
田
中
貴
重
、
桒
嶋

直
子
、
堤
雅
之
、
川
口
邦
彦
、
桒

嶋
泰
幸
、
木
村
英
樹

六
ヶ
所
村
＝
市
川
秀
和
、
木
村
雅

勝
、
佐
藤
郁
海
、
橋
本
洋
光
、
吉

岡
ト
モ
子
、
杉
山
俊
幸
、
豊
川
沙

織大
間
町
＝
赤
田
一
美

東
通
村
＝
田
中
敏
幸
、
伊
勢
田　

禎
、相
内
文
秋
、蒲
厳
、畑
中
典
幸
、

川
上
博
之
、
川
村
光
宏
、
吉
田
悟
、

伊
勢
田
整
、
青
木
貴
志
、
渡
部
淳

也
、
二
本
柳
博
英

佐
井
村
＝
山
本
尚
樹
、
宮
澤
淳
、

宮
澤
奈
々
子

三
戸
町
＝
武
士
沢
野
寿
子
、
松
崎

達
雄
、
多
賀
昭
宏
、
北
村
哲
也
、

櫻
井
優
子

五
戸
町
＝
赤
坂
哲
也
、
町
屋
剛
、

沼
辺
由
紀
子
、
新
井
山
咲
子
、
秋

元
敦
子
、
三
上
靖
隆
、
若
林
桂
子
、

三
浦
る
み
子

田
子
町
＝
加
藤
典
生
、
山
本
美
智

子
、
梅
内
義
幸
、
日
野
沢
史
子

南
部
町
＝
岩
間
孝
幸
、
藤
嶋
昭
彦
、

小
笠
原
圭
、
三
上
幸
生
、
長
岡
裕

子
、
戸
田
忍
、
工
藤
牧
子

階
上
町
＝
平
戸
由
紀
子
、
荒
道
敬

子
、
畑
山
真
也
、
境
宏
幸
、
茨
島

俊
行
、
中
居
勉

新
郷
村
＝
福
山
佐
登
志
、
福
山
徹
、

小
沢
幸
寛
、
横
道
敏
克
、
高
杉
亮

平中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
＝
鶴
ケ

崎
聡
、
甲
田
淳
司
、
松
山
俊
一
、

仁
和
清
人
、
市
ノ
渡
猛
、
長
畑
隆

一
、
乙
部
昌
秀
、
蛯
沢
真
澄
、
田

中
多
恵
子

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
＝
能
登

谷
由
紀
子
、
千
葉
功
、
磯
田
利
弘
、

高
田
明
美

鰺
ヶ
沢
地
区
消
防
事
務
組
合
＝
松

宮
高
、
外
崎
豪
洋
、
工
藤
諭
、
木

村
太
志
、
宮
西
辰
義

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
＝

澤
口
順
一

全
国
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

青
森
県
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

左から樋口佐井村長、戸田六ヶ所村長、山田大鰐町長、山本田子町長

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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本
会
は
二
月
二
十
六
日
の
定
期

総
会
に
先
立
ち
、
二
月
三
日
、
青

森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
、
令
和
三

年
第
一
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
浜
谷
会
長
を
は
じ
め

役
員
町
村
長
十
一
人
。

　

理
事
会
で
は
、
令
和
三
年
度
事

業
計
画
な
ど
の
議
案
四
件
並
び
に
、

副
会
長
の
選
任
な
ど
の
協
議
事
項

四
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

事
業
計
画
及
び
予
算
案
は
二
月
二

十
六
日
開
催
の
本
会
定
期
総
会
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

令
和
三
年
度
青

森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

○
議
案
第
二
号　

令
和
三
年
度
青

森
県
町
村
会
会
費
案

○
議
案
第
三
号　

令
和
三
年
度
青

森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算
案

○
議
案
第
四
号　

令
和
三
年
度
青

森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済
事
業

等
特
別
会
計
予
算
案

協
議
事
項

〇
協
議
事
項
一　

副
会
長
の
選
任

に
つ
い
て

○
協
議
事
項
二　

令
和
三
年
第
一

回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会
次
第

案
並
び
に
案
件
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
三　

決
議
案
に
つ
い

て○
協
議
事
項
四　

令
和
三
年
の
町

村
会
会
長
等
の
選
任
に
つ
い
て

〇
そ
の
他
（
事
務
局
説
明
事
項
）

・
令
和
三
年
町
村
会
関
係
主
な
行

事
予
定

・
30
町
村
ま
る
ご
と
弁
当
フ
ェ
ア

・
30
町
村
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
（
案
）

第
一
回
生
協
支
部
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
、
引
き
続
き
、

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
県

支
部
は
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案

一
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

し
、
本
会
定
期
総
会
に
報
告
す
る

こ
と
と
し
た
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

令
和
三
年
度
全

国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
青
森

県
支
部
会
計
予
算
案
＝
収
入
支
出

そ
れ
ぞ
れ
三
千
八
百
五
十
二
万
五

千
円
（
対
前
年
度
比
三
百
九
十
万

二
千
円
十
一
・
二
％
増
）
と
す
る
。

市
町
村
長
会
議
提
言
事
項
を
決
定

市
町
村
長
会
議
提
言
事
項
を
決
定

第
２
回
理
事
会

　

本
会
は
三
月
二
十
五
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
令
和
三
年
第

二
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
、
浜
谷
会
長
を
は
じ
め
役
員

町
村
長
九
人
。

　

理
事
会
で
は
、
令
和
三
年
度
市

町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
に
お

け
る
提
言
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
、

原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

令
和
三
年
度
市

町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
に
つ

い
て
＝
次
の
十
項
目
を
同
会
議
に

お
い
て
提
言
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
２　

地
方
創
生
の
推
進
に

つ
い
て

３　

町
村
財
政
基
盤
の
充

実
強
化
に
つ
い
て

４　

電
子
行
政
の
推
進
に

つ
い
て

５　

海
岸
漂
着
物
等
の
対

策
に
つ
い
て

６　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・

子
育
て
支
援
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

７　

農
林
水
産
業
の
振
興

に
つ
い
て

８　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

９　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

10　

少
人
数
教
育
の
推
進
に
つ
い

て

市町村長会議の提言事項を協議

令
和
３
年
度
事
業
計
画など

を
審
議

令
和
３
年
第
１
回
理
事
会
・
生
協
支
部
委
員
会



６

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
二

月
二
十
六
日
、
青
森
市
の
ア
ッ
プ

ル
パ
レ
ス
青
森
で
令
和
三
年
第
一

回
議
会
定
例
会
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
浜
谷
管
理
者
を
は
じ
め
、

議
員
等
九
市
町
村
長
。

　

定
例
会
で
は
浜
谷
管
理
者
が
令

和
三
年
度
予
算
な
ど
三
件
の
議
案

と
一
件
の
報
告
事
項
の
提
案
理
由

を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
た

結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
、
同
意

並
び
に
承
認
し
た
。

　

議
案
・
報
告
は
次
の
と
お
り
。

　

な
お
、
非
常
勤
職
員
公
務
災
害

補
償
状
況
に
つ
い
て
、
説
明
を

行
っ
た
が
、
公
務
災
害
の
多
発
に

伴
い
、
災
害
防
止
の
た
め
に
適
切

な
対
応
を
行
う
よ
う
求
め
た
。（
十

〜
十
一
ペ
ー
ジ
参
照
）

議
案

○
議
案
第
一
号　

令
和
三
年
度
組

合
一
般
会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
八
億
二
千
六
十
八
万
八
千
円

と
す
る
。

○
議
案
第
二
号　

令
和
三
年
度
組

合
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会

計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
千

三
百
四
万
四
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

青
森
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
＝
十
和

田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
が
令

和
三
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

解
散
す
る
こ
と
に
伴
う
規
約
変
更
。

○
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

令
和
３
年
度
予
算
な
ど
決
定

総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会

令和３年度予算などを審議

　

本
会
は
、
県
、
市
長
会
と
の
三

者
合
同
に
よ
り
、
道
路
除
排
雪
経

費
に
対
す
る
財
政
支
援
に
関
し
て

国
土
交
通
省
へ
、
特
別
交
付
税
の

配
分
に
関
し
て
総
務
省
へ
要
望
し

た
。

　

こ
れ
は
、
町
村
の
除
排
雪
作
業

に
か
か
る
費
用
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
国
の
財
政
支
援
を

求
め
実
施
し
た
も
の
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
発
出
を
踏
ま
え
、

県
東
京
事
務
所
を
通
し
、
各
省
庁

へ
書
面
に
よ
り
要
望
書
を
提
出
し

た
。

●
要
望
先
及
び
配
布
期
日

・
国
土
交
通
省
（
財
務
省
、
県
選

出
国
会
議
員
含
）

　

令
和
三
年
一
月
二
十
七
日

・
総
務
省（
県
選
出
国
会
議
員
含
）

　

令
和
三
年
二
月
十
五
日

　

本
会
は
二
月
二
十
四
日
、
県
市

長
会
と
の
連
名
に
よ
る
除
排
雪
及

び
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
要
望

を
実
施
し
、
浜
谷
本
会
会
長
と
小

野
寺
県
市
長
会
会
長
が
三
村
知
事

に
対
し
、「
豪
雪
時
に
お
け
る
除

排
雪
に
関
す
る
要
望
書
」及
び「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し

た
。

　

要
望
手
交
後
、
三
村
知
事
か
ら

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
、

今
後
は
各
市
町
村
の
状
況
把
握
に

努
め
、
個
別
の
相
談
に
も
対
応
す

る
な
ど
密
接
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
積
極
的
な
支
援
を
進
め
て
い
き

た
い
旨
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

新型コロナウイルスワクチン接種に関する要望
　新型コロナウイルスワクチン接種は、国主導のもと、都道府
県の協力により、市町村において実施するものとされており、
現在、県内各市町村はタイトなスケジュールの中で、住民が安
心して接種できる体制の構築に向け、全力で準備を進めている
ところである。
　ついては、住民が混乱することなく、安心して新型コロナウ
イルスワクチンを接種できるよう、次の事項について、特段の
措置を講じるよう要望する。

　記

１．市町村におけるワクチン接種のための医療従事者等の確保
について協力すること。
　
２．県は市町村への支援機能として、市町村からの相談に応じ
るほか、国のコールセンターを紹介するにとどまらず、市町
村が抱えている疑問点について、共有できる体制を構築する
こと。
　
３．ワクチン接種に関する国への疑義照会については、早急な
回答が必要であるにも関わらず、国は後日まとめてメールに
より回答しており、業務に支障を来していることから、県は、
国に対して、市町村に早急な回答を提示するよう働きかける
こと。

道
路
除
排
雪
経
費
の

財
政
支
援
等
を
要
望

除
排
雪
及
び
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
し
て
要
望

県
市
長
会
と
連
名
で
県
に
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 令和３年４月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ３ Ｒ５.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ Ｒ３.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ Ｒ３. 4.23
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ Ｒ３.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ Ｒ３.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ４ Ｒ６.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 桑　　田　　豊　　昭 S32. 1.11 １ Ｒ７. 2.20

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ３ Ｒ５.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ３ Ｒ４. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ５ Ｒ６.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 ２ Ｒ５. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ２ Ｒ４. 8.20 成　　田　　正　　利
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ Ｒ３. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 野　　村　　秀　　雄 S38. 4.15 １ Ｒ５.10.26 江 刺 家　　和　　夫
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ Ｒ３. 4.23 高　　坂　　信　　一
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ８ Ｒ６. 1.27 下　　田　　正　　幸
横 浜 町 石　　橋　　勝　　大 S16. 9.27 １ Ｒ６.12.11
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ Ｒ３. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ Ｒ４. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ２ Ｒ４. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 野　　﨑　　尚　　文 S30.11.17 １ Ｒ７. 1.18
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ Ｒ３. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 ２ Ｒ７. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 ２ Ｒ４. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 ２ Ｒ６.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 若　　宮　　佳　　一 S41.12.30 １ Ｒ５. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ３ Ｒ６. 1.14 福　　田　　博　　実
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ Ｒ４. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ Ｒ３.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ Ｒ３. 5.28

　

前
村
長
の
辞
職
に
伴
う
西
目
屋

村
長
選
挙
は
、
二
月
二
十
一
日
投

開
票
が
行
わ
れ
、
新
人
の
桑
田
豊

昭
氏
（
64
）
が
初
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
間
町
長
選

挙
は
、
一
月
十
七
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
新
人
の
野
﨑
尚
文
氏

（
65
）が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
産
業
振
興
課
長
、
生

活
整
備
課
長
、
住
民
福
祉
課
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
風
間
浦
村
長

選
は
、
一
月
二
十
六
日
、
告
示
さ

れ
、
現
職
の
富
岡
宏
（
58
）
が
無

投
票
で
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
教
育
委
員
会
事
務
局

副
参
事

西
目
屋
村
長　

桑く
わ

田た　

豊と
よ

昭あ
き　

氏

大
間
町
長　

野の

﨑ざ
き　

尚な
お

文ふ
み　

氏

風
間
浦
村
長　

冨と
み

岡お
か　

　

宏ひ
ろ
し　

氏

町
村
長
選
挙
結
果
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は
じ
め
に

本
会
は
、
一
月
二
十
五
日
か
ら

三
月
五
日
の
全
六
週
間
に
わ
た
り
、

県
共
同
ビ
ル
地
下
に
店
舗
を
構
え

る
新
菜
菜
（
に
い
な
な
）
と
の
共

同
企
画
で
「
30
町
村
ま
る
ご
と
弁

当
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
続
く
中
、
本
会
で
は
町

村
経
済
の
活
性
化
の
た
め
昨
年
来

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
フ
ェ
ア
は
、
昨
年
九
月
に
実

施
し
た
県
内
地
元
三
紙
で
の
30
町

村
の
「
食
」
の
魅
力
の
情
報
発
信

に
続
き
、
春
以
降
の
各
町
村
へ
の

流
動
の
活
発
化
の
き
っ
か
け
づ
く

り
や
県
内
30
町
村
の
食
材
の
消
費

拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
本
会
で
は
初
の
試
み
と
な
る

も
の
で
す
。

フ
ェ
ア
期
間
中
の
概
況

　

第
一
週
の
三
戸
郡
を
皮
切
り
に
、

県
内
六
圏
域
、
一
週
間
ご
と
に
各

郡
の
町
村
の
厳
選
さ
れ
た
旬
の
食

材
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
弁
当
を
、

各
日
30
食
限
定
、
六
百
円
で
販
売

し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
開
催
に
先
立
ち
開
催
し

た
、
報
道
機
関
を
招
い
て
の
浜
谷

会
長
に
よ
る
試
食
会
が
各
報
道
機

関
で
報
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

フ
ェ
ア
初
日
か
ら
連
日
お
弁
当
を

買
い
求
め
る
多
数
の
お
客
様
が
訪

れ
ま
し
た
。
多
い
日
に
は
二
十
名

以
上
の
行
列
が
で
き
、
店
舗
の
開

店
時
間
を
早
め
る
な
ど
し
、
密
を

回
避
す
る
対
応
を
と
り
ま
し
た
。

　

お
弁
当
の
販
売
の
ほ
か
、
本
会

作
成
の「
あ
お
も
り
町
村
ガ
イ
ド
」

で
の
配
布
・
Ｐ
Ｒ
や
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
毎
日
の
情
報
発
信
、

ま
た
お
客
様
の
口
コ
ミ
効
果
等
も

あ
り
、
全
日
程
即
売
御
礼
（
全
期

間
総
販
売
個
数
約
一
千
百
個
）
に

よ
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
六
週
間

の
開
期
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。購

入
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

最
終
週
に
行
っ
た
購
入
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、

◆
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
共
同
ビ

ル
内
外
、
市
内
外
各
方
面
か
ら

ご
購
入

◆
価
格
設
定
（
六
百
円
）
も
七
割

以
上
の
方
が「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」

と
満
足

◆
九
割
以
上
の
方
が
メ
ニ
ュ
ー
で

使
用
し
て
い
る
食
材
を
「
購
入

し
て
み
た
い
」
と
、
購
買
意
欲

に
結
び
付
い
て
い
る

◆
九
割
以
上
の
方
が
「
と
て
も
良

か
っ
た
」「
ま
あ
ま
あ
良
か
っ

た
」
と
フ
ェ
ア
開
催
に
好
評

◆
店
舗
で
の
町
村
加
工
品
の
販
売

に
つ
い
て
ほ
ぼ
全
員
が
「
ぜ
ひ

利
用
し
た
い
」「
気
が
向
け
ば

利
用
し
た
い
」
と
今
後
の
店
舗

で
の
商
品
販
売
に
期
待
が
で
き

る
◆
次
回
の
開
催
に
つ
い
て
九
割
の

方
が
「
必
ず
来
る
」「
た
ぶ
ん

来
る
」
と
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の

可
能
性
が
高
い

な
ど
、
当
初
の
想
定
を
上
回
る
反

響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
わ
り
に

　

初
の
試
み
と
な
っ
た
「
30
町
村

ま
る
ご
と
弁
当
フ
ェ
ア
」
が
成
功

裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

こ
れ
も
ひ
と
え
に
旬
の
食
材
を
ご

提
供
い
た
だ
い
た
各
町
村
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
は
見
通
せ
ま
せ
ん
が
「
30
町
村

ま
る
ご
と
弁
当
フ
ェ
ア
」
が
、
コ

ロ
ナ
禍
が
あ
る
程
度
収
束
し
て
以

降
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
な
町

村
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
き
っ

か
け
や
、
県
内
30
町
村
の
食
材
の

消
費
拡
大
と
地
産
地
消
に
つ
な
が

る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　

本
会
と
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
影
響
や
制
約
の
中
で
も
、
引

き
続
き
、
30
町
村
を
下
支
え
す
る

べ
く
、
様
々
な
試
み
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

「「
3030
町
村
ま
る
ご
と

町
村
ま
る
ご
と
弁
当
フ
ェ
ア
」

を
終
え
て

を
終
え
て

〜
旬
の
食
材
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
〜

浜谷会長による試食会

お弁当を買い求める多数のお客様

あ
お
も
り
町
村
ガ
イ
ド
配
布
で
Ｐ
Ｒ

ェ
ア
」

ェ
ア
」

魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力
をををををををををををを
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
ＲＲＲＲＲＲＲＲ
〜〜〜〜〜〜

新菜菜、町村会スタッフ一同
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町
村
等
職
員
（
一
部
事
務
組
合

等
含
む
）
の
任
用
事
務
の
公
平
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
会
が
町

村
等
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
す
る

町
村
職
員
採
用
試
験
の
令
和
二
年

度
実
施
状
況
は
下
表
の
と
お
り
。

　

実
施
日
は
、
日
本
人
事
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
全
国
統
一

試
験
の
七
月
十
二
日
（
日
）
と
九

月
二
十
日
（
日
）
の
二
回
。
ま
た
、

そ
の
他
の
期
日
に
個
別
試
験
を
実

施
し
た
。

　

令
和
三
年
度
に
町
村
職
員
採
用

試
験
の
実
施
を
申
込
み
す
る
団
体

は
、
本
会
指
定
の
期
日
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
て
本
会
へ
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。
実
施
申
込
み
や
試

験
実
施
科
目
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
本
会
業
務
共
済
課
【
電
話
０
１

７
（
７
２
３
）
１
３
３
１
】
に
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

［

令
和
三
年
度
町
村
職
員

採
用
統
一
試
験
の
概
要］

○
試
験
期
日
・
職
種

・
第
一
回
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

令
和
三
年
七
月
十
一
日
（
日
）

・
第
二
回
（
短
大
・
高
校
卒
業
程
度
）

　

令
和
三
年
九
月
十
九
日
（
日
）

○
場
所

　

第
一
、
二
回
と
も
青
森
市
内

○
実
施
申
込
方
法

　

各
団
体
に
既
に
ご
案
内
し
て
い

る
「
令
和
三
年
度
町
村
職
員
採
用

試
験
実
施
申
込
書
」
を
、
四
月
十

五
日
（
木
）
ま
で
に
本
会
へ
送
付

願
い
ま
す
。

○
そ
の
他
留
意
事
項
等

・
受
験
者
数
の
報
告

　

第
一
回
（
大
学
卒
業
程
度
）
は

六
月
三
日
（
木
）、
第
二
回
（
短

大
・
高
校
卒
業
程
度
）
は
八
月
二

日
（
月
）
ま
で
に
、
受
験
者
名
簿

を
本
会
へ
提
出
願
い
ま
す
。

・
公
募
方
法

　

受
験
者
公
募
の
手
続
き
は
各
団

体
が
行
う
こ
と
と
し
、
右
記
の
名

簿
提
出
期
日
に
間
に
合
う
よ
う
公

募
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
験
票
は

各
団
体
が
作
成
し
、
試
験
当
日
に

受
験
者
が
必
ず
持
参
す
る
よ
う
周

知
徹
底
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
当
日
の
実
施
運
営

　

例
年
、
本
会
職
員
と
試
験
実
施

団
体
担
当
者
が
連
携
し
対
応
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま

す
。

・
担
当
者
事
前
説
明
会

　

試
験
係
員
と
な
る
試
験
実
施
団

体
担
当
者
を
対
象
と
し
た
事
前
説

明
会
を
六
月
下
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
試
験
実
施
申
込
み
の
あ
っ

た
団
体
に
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

・
経
費
負
担

　

試
験
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に

係
る
経
費
は
、
団
体
申
込
み
の
科

目
料
金
を
申
込
人
数
に
応
じ
て
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

・
個
別
試
験

　

統
一
試
験
日
以
外
の
期
日
の
個

別
試
験
の
実
施
は
、
本
会
は
問
題

用
紙
等
の
提
供
・
採
点
の
み
行
い

ま
す
。
実
施
団
体
は
、
試
験
日
の

一
ヵ
月
前
ま
で
に
本
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

令
和
二
年
度
実
施
状
況

令
和
三
年
度
実
施
申
込
受
付
中

令和２年度町村職員採用統一試験受験申込者数（統一・個別合算）
（単位：人）

団体名

職　　　種

合計大学卒業程度 短大卒業程度 高校卒業程度 社
会
人行政 土木 保健師 学芸員 一般 社会

福祉 保健師 栄養士 看護師 臨床検査
技師 一般 一般

（障） 消防 土木 建築

平 内 町 12 6 1 7 26
今 別 町 1 2 4 1 7 15
外 ヶ 浜 町 4 10 2 16
蓬 田 村 4 4
鰺 ヶ 沢 町 7 10 17
深 浦 町 3 9 2 1 26 41
藤 崎 町 29 4 6 39
大 鰐 町 12 2 3 5 1 1 24
田 舎 館 村 20 1 21
板 柳 町 9 11 1 9 1 31
鶴 田 町 5 3 8 16
中 泊 町 6 6 12
野 辺 地 町 6 1 5 12
七 戸 町 6 2 8
六 戸 町 7 3 7 2 19
横 浜 町 2 7 9
東 北 町 10 2 3 15
お い ら せ 町 15 2 3 5 3 2 6 1 37
六 ヶ 所 村 6 7 13
大 間 町 10 10
東 通 村 2 4 3 9
風 間 浦 村 4 1 5
佐 井 村 3 3
三 戸 町 4 4
五 戸 町 8 1 8 4 21
田 子 町 1 1
南 部 町 8 9 17
階 上 町 11 7 1 5 24
中 部 上 北
広 域 事 業 組 合 4 8 12

青 森 県 市 町 村
総 合 事 務 組 合 29 29

三 戸 地 区
環 境 整 備 事 務 組 合 5 5

西 北 五 広 域
福 祉 事 務 組 合 3 3

上 北 地 方 教 育・
福 祉 事 務 組 合 14 14

国 民 健 康 保 険
大 間 病 院 1 1

鰺 ヶ 沢 地 区
消 防 事 務 組 合 5 5

北 部 上 北
広 域 事 務 組 合 5 10 15

合　計 195 9 14 3 8 8 14 4 11 1 162 6 33 8 1 76 553

町
村
職
員
採
用
試
験

令
和
二
年
度
実
施
状
況
と

令
和
三
年
度
実
施
に
つ
い
て
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本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
一
月
二
十
五
日
、

青
森
市
の
県
共
同
ビ

ル
で
令
和
三
年
県
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は

市
町
村
の
広
報
活
動

の
向
上
を
目
的
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、

県
内
市
町
村
か
ら
広

報
紙
二
十
一
点
、
写

真
四
十
点
、
映
像
三

点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

六
名
の
審
査
委
員

に
よ
る
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
広
報
紙
総

合
の
部
で
三
沢
市
の

｢

広
報
み
さ
わ
」（
令

和
２
年
８
月
号
）
が

特
選
、三
戸
町
の「
広

報
さ
ん
の
へ
」（
令

和
２
年
11
月
号
）
が

準
特
選
と
な
っ
た
。

　

上
位
入
賞
作
品
は
、

日
本
広
報
協
会
主
催

の
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
す

る
。

令
和
３
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　

広
報
紙
総
合
の
部

　
「
広
報
み
さ
わ
」
が
特
選

広
報
紙
部
門
（
総
合
の
部
）

準
特
選三

戸
町
「
広
報
さ
ん
の
へ
」

広
報
紙
部
門
（
総
合
の
部
）

特
選　

三
沢
市
「
広
報
み
さ
わ
」

災害補償・発生件数・支給人数
件数･人数

年度

※Ｒ２.12現在
27

13 13

14

17 17
19

23
21 21

30 3131 31

14,439

10,820 11,867

21,465 22,814

8,721

28 29 30 元 ２

5000

0

10000

15000

20000

25000
千円

35

30

25

20

15

10

5

0

■補償費　　　　支給人数　　　　発生件数

単位：人数（人）、金額（円）

年度 発生
件数

支給状況 財政調整基金
取崩額

市町村負担金
（事務負担金除く）人数 金額

Ｒ２
Ｒ２.12末 17

31 22,813,938 11,236,000 12,931,760

内訳
災害補償 26 7,640,703
一時金 2 9,686,640

年金（介護含） 3 5,486,595

Ｒ元 19

31 21,465,419 6,588,000 13,349,880

内訳
災害補償 26 10,339,361
一時金 2 4,783,302

年金（介護含） 3 6,342,756

Ｈ30 17

31 11,866,937 0 13,659,192

内訳
災害補償 26 4,389,381
一時金 2 1,134,800

年金（介護含） 3 6,342,756

〜
災
害
防
止
の
た
め
に

適
切
な
対
応
を
〜

青森県市町村
総合事務組合

非 常 勤 職 員
公務災害補償

　ここ数年、市町村の非常勤職員に係る公務災害補償の災害発生件数
及び支給人数並びに重症事案が増えている傾向にあります。
　各団体におかれては、多種多様な公務に従事する非常勤職員の日常
的な職務に係る危険を把握するとともに、職務内容の危険度に応じた
きめ細かな未然防止に取り組むようお願いします。

Ｈ30から３年
連続で重症事
案の補償に対
応するため一
時金を支給
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令和３年青森県広報コンクール審査結果
広報紙部門（総合の部）

特　選　三　沢　市　「広報みさわ」　　　　　 8月号※
準特選　三　戸　町　「広報さんのへ」　　　　11月号※

広報紙部門（市部）
入　選　弘　前　市　「広報ひろさき」　　11月１日号
佳　作　平　川　市　「広報ひらかわ」　　　　８月号
奨励賞　十 和 田 市　「広報とわだ」　　　　　12月号
奨励賞　む　つ　市　「広報むつ」　　　　　　２月号
　　

広報紙部門（町村部）
入　選　東　北　町　「広報とうほく」　　　　４月号
佳　作　南　部　町　「広報なんぶちょう」　　７月号
奨励賞　田 舎 館 村　「広報いなかだて」　　　９月号
奨励賞　六 ヶ 所 村　「広報ろっかしょ」　　　11月号
奨励賞　五　戸　町　「広報ごのへまち」　　　６月号

広報写真部門（一枚写真の部）
入　選　つ が る 市　「広報つがる」　　　　　11月号※
佳　作　東　北　町　「広報とうほく」　　　　９月号
奨励賞　深　浦　町　「広報ふかうら」　　　　８月号

奨励賞　板　柳　町　「広報いたやなぎ」　　　11月号
奨励賞　六　戸　町　「広報ろくのへ」　　　　９月号
奨励賞　南　部　町　「広報なんぶちょう」　　７月号

広報写真部門（組み写真の部）
入　選　深　浦　町　「広報ふかうら」　 12月号※
佳　作　田 舎 館 村　「広報いなかだて」　　　３月号 
奨励賞　弘　前　市　「広報ひろさき」　　９月１日号
奨励賞　東　北　町　「広報とうほく」　 　　　６月号　
奨励賞　新　郷　村　「広報しんごう」　 　　３月号　

映像部門
入　選　東　北　町

「まるごと東北☆クッキング11月号」※
佳　作　む　つ　市

「むつ市長の62ちゃんねる『その長さ日本一 !?
下北半島縦貫道路で○○対決 !』」

奨励賞　青　森　市
「あおもり創ＧＯＯＤ！～防災ＳＯ（創）
ＳＡＦＥ！～」

※印は日本広報協会主催の全国広報コンクールへの推薦作品

災害・補償事例

職名：管理員（62歳）
施設内でスリッパを持ち上げようと
したところ、段差で足を踏み外し尻
餅をついて負傷

腰椎圧迫骨折
障害等級第８級

療養・休業補償
1,104,683円
一時金
7,350,880円

職名：臨時運転手（59歳）
不具合を修理するため停車させてい
た草刈り機がバックし脱輪したた
め、本人が側溝に落ち、その後落ち
てきた草刈り機の車輪に足を巻き込
まれ裂傷

右大腿部デグ
ロービング損傷
障害等級第14級

療養・休業補償
5,225,022円
一時金
1,370,000円

主な職名：臨時作業員
　　　　　（庁舎・公園等）
植木の剪定や草刈り作業等で蜂の巣
を刺激し負傷

※ほとんどは軽傷ですが場合によって
は、アナフィラキシー・ショックを起
こす場合があり、命に危険が及ぶ確率
が高くなります

蜂刺傷

令和２年度
５件発生

・作業中の足元の確認、安全装備、日頃からの整理整頓を
・不注意による事故を防ぐため、慣れた作業でも慎重に
・蜂（虫）刺傷防止のため、作業を行う季節・時間・服装（長袖、長ズ
ボン、帽子、厚手の手袋、着衣の色等）に十分注意
・熱中症防止のため、こまめな水分補給と暑さ対策

災害防止に
向けて
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町 村 ト ピ ッ ク ス

平
内
産
ホ
タ
テ
を
使
っ
た
創
作
メ
ニ
ュ
ー

が
勢
揃
い
の
ご
当
地
レ
ス
ト
ラ
ン

　“食”がテーマの施設ひらないまる
ごとグルメ館「ホタテ一番」では、全
メニューにホタテを使っているのはも
ちろん、お米は青森ブランド米を
100％使用し、とことんこだわった創
作料理が楽しめます。
　中でも一番人気の新・ご当地グルメ
「平内ホタテ活御膳」は５つのホタテ
の美味しさをフルコースで味わえま
す。ぜひご堪能ください。 東津軽郡

ひ
ら
な
い
ま
ち

平
内
町

　りんごふじ誕生80年を記念してつく
られた特別なりんごジュースです。
　藤崎町の「ふじ原木公園」で保存育
成されているふじの原木（株分樹）２
本から収穫した貴重な果実を100％使
用しています。
　発祥の地藤崎町から日本一、そして
世界一へと成長したりんご「ふじ」に
あやかって、前途ある新しい旅立ちや
お祝いにぴったりの数量限定プレミア
ムな逸品をご堪能ください。

南津軽郡

ふ
じ
さ
き
ま
ち

藤
崎
町

〜
り
ん
ご
「
ふ
じ
」
誕
生
80
年
記
念
〜

『
ふ
じ
原
木
ジ
ュ
ー
ス
』

問い合わせ先　平内町役場水産商工観光課
　　　　　　　TEL 017-755-2118

問い合わせ先　ふじさき食彩テラス
　　　　　　　TEL 0172-65-3660

問い合わせ先　ふるさとセンター総合案内所
　　　　　　　TEL 0172-72-1500

　今年もミニトマトの収穫体験が始ま
りました。収穫できるのは赤や黄色、
オレンジなど食味や色もさまざまの５
品種。１人200円で約200グラムの収穫
が可能です。実施は６月末まで（予定）。
※生育状況や作業上、体験できない日
もありますので、事前にお問い合わせ
ください。
【時間】９時～12時、13時～16時

北津軽郡

い
た
や
な
ぎ
ま
ち

板
柳
町

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

ミ
ニ
ト
マ
ト
収
穫
体
験

問い合わせ先　六戸ブランド研究会
　　　　　　　（六戸町観光協会）
　　　　　　　TEL 0176-55-4495

青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク 

ザ
・
プ
レ
ミ

ア
ム
＃
６
（
ナ
ン
バ
ー
シ
ッ
ク
ス
）

上北郡

ろ
く
の
へ
ま
ち

六
戸
町

　「青森シャモロック ザ・プレミアム
＃６」は、地鶏本来の味を追求するた
めに、選抜したオスを通常期間からさ
らに30日間延長飼育し、ガーリック粉
末を加え旨味成分を高める特別飼料を
給与しました。
　弾むような肉を噛みしめれば、
ジューシーかつパワフルな旨味が口
いっぱいに広がります。また、お出汁
は、濃厚なのに雑味のないすっきりし
た味わいです。



13

T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　平成30年４月にオープンし、連日多
くの方々に御来店いただいておりま
す。
　今年度、村の特産品である長いも、
ごぼう、ブルーベリーを使用した３種
類のドレッシングを開発しました。そ
れぞれの特徴を生かしたドレッシング
となっておりますので、ぜひ御賞味く
ださい。

上北郡

ろ
っ
か
し
ょ
む
ら

六
ヶ
所
村

村
の
「
旬
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
特
産
品
販
売
施
設
　
六
旬
館

　「下風呂温泉　海峡の湯」１Ｆにあ
る「下風呂おんせん食堂」。
　津軽海峡で水揚げされた新鮮な海の
幸を味わえる食堂で、名物・鮟鱇やイ
カ刺し、平目やサーモンなど、ここで
しか味わえない地魚を定食や丼ぶり、
あたたかい鍋などでいただけます。海
峡の湯自慢のグルメをぜひ味わってく
ださい。
【営業時間】
昼の部　11：00～14：00　夜の部　17：00～20：00
【定休日】
毎週　火曜日、年末年始　※但し連休日の場合は、
別日になります

下北郡

か
ざ
ま
う
ら
む
ら

風
間
浦
村

海
峡
の
海
の
幸
に
舌
鼓
！

下
風
呂
お
ん
せ
ん
堂 問い合わせ先　下風呂おんせん食堂

　　　　　　　TEL 070-4331-3633

問い合わせ先　新郷村ふるさと活性化公社
　　　　　　　TEL 0178-78-2511

　「間木ノ平グリーンパーク」が、い
ま話題沸騰中！ソロキャンパーや女性
客専用のテントサイトを開設したほ
か、五戸町の企業とタッグを組み、焚
き火台や鉄板などキャンプギアの貸し
出しにも注力。テントサウナ体験も始
めました。４月中旬～５月上旬は、同
パークから車で５分、北東北最大級の
みずばしょう群生地も見頃を迎えます
よ！高原の澄みきった空気のなか、羽
をのばして楽しんでみては？

三戸郡

し
ん
ご
う
む
ら

新
郷
村

キ
ャ
ン
プ
、
サ
ウ
ナ
、
み
ず
ば
し
ょ
う

自
然
と
遊
び
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

問い合わせ先　田子ニンニク料理推進協議会
　　　　　　　（田子町役場産業振興課内）
　　　　　　　TEL 0179-20-7114

　「田子ガーリックステーキごはん（愛
称：ガリステごはん）」の前菜が、2021
年バージョンにリニューアルされまし
た。「ふるさとの味」をテーマに掲げ、
今回初めて田子高校生からのアイデアを
取り入れました。また、Ｓ－１あおもり
とのコラボ企画として開発した平内産ベ
ビーホタテ×ニンニク料理も必見です。
　ガリステごはんは町内３店舗で好評提
供中です。にんにく生産地だからこそ提
供できる「ニンニクフルコース」是非ご
賞味ください！
○田子ガーリックステーキごはん
　ホームページ
　https://www.takkogarlicsteak.com/

三戸郡

た
っ
こ
ま
ち

田
子
町

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！
田
子

ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん

問い合わせ先　一般社団法人　六ヶ所村観光協会
　　　　　　　TEL 0175-71-3155
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会業務共済課［共済事業］　TEL 017（723）1331

自
動
車
共
済

掛
金
が
一
律
！
等
級
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
！

■共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます。
お見積りは無料です。いますぐお見積もりをご請求ください。
新規のご契約をいただいた方には粗品をプレゼントします。
　○町村生協の自動車共済加入のマイカーが過去３年間以上無事故で、
　　今回新たに車両共済（保険）に加入する場合、
　　9 等級（43％割引）・事故有期間 0年からスタート！
　○一括払いでご契約の場合は、さらに 5 ％割引！
　○他社からの切替の場合、等級の引き継ぎができます。
　○保険料分割払（12回）が選択可能です。ロードサービスも自動付帯！

■共済掛金と共済金額

共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種
区分

共済金額
原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　 無制限
対　物　賠　償　 1,000万円
自損事故傷害　 1,500万円
限定搭乗者傷害　 500万円

Ａ

型

対　人　賠　償　 無制限
対　物　賠　償　 無制限
自損事故傷害　 
限定搭乗者傷害　 

Ｂ

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

組合員のニーズに合った選択ができるよう、共済金額はＡ型とＢ型の２類型です。

青
森
県
町
村
会
等
事
務
分
担

（
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
）

青
森
県
町
村
会常

務
理
事
兼　
　

原　

田　

啓　

一

事
務
局
長

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

参
事
・
総
務
課
長
事
務
取
扱

　

吉
本　

知
己

総
括
副
参
事　
　

原
子
美
香
子

総
括
主
幹　
　

上
原
俊
一
郎

主　
　
　

査　
　

嶋
田　

裕
哉

臨
時
事
務
手　
　

福
士　

佳
子

臨
時
事
務
手　

※
吉
岡　

美
咲

人
事
、
規
約
・
諸
規
程
の
改
廃
、

予
算
、
関
係
諸
団
体
等
と
の
連
絡

調
整
、
各
業
務
の
調
整
、
総
会
そ

の
他
の
諸
会
議
、
総
務
厚
生
委
員

会
、
顧
問
弁
護
士
、
表
彰
、
軽
自

動
車
税
申
告
台
数
調
べ
、
文
書
の

収
受
・
発
送
、
各
団
体
の
予
算
経

理
、
現
金
・
有
価
証
券
の
出
納
・

保
管
、
決
算
、
物
品
の
出
納
・
保

管
、
他
の
所
管
に
属
し
な
い
こ
と

業
務
共
済
課

総
括
主
幹　
　

大
坂　
　

謙

主
幹
専
門
員 

澤
田　

博
美

主　
　
　

事　

※
伊
勢
田
睦
美

主　
　
　

事　
　

前
田　

啓
貴

主　
　
　

事　
　

宮
越　

彩
香

主　
　
　

事　

※
庄
司　

菜
摘

臨
時
事
務
手　
　

畑
井
ゆ
か
り

※
は
新
採
用

（
業
務
関
係
）

政
務
調
査
委
員
会
、
提
言
・
要
望
、

市
町
村
長
・
職
員
の
研
修
、
町
村

職
員
採
用
試
験
、
広
報
、
町
村
の

魅
力
発
信
事
業
の
助
成
、
町
村
自

治
振
興
調
査
研
究
、
県
広
報
広
聴

協
議
会
、
全
国
山
村
過
疎
地
域
振

興
連
盟
県
支
部
、
発
電
関
係
市
町

村
全
国
協
議
会
県
支
部

（
共
済
関
係
）

公
有
建
物
・
自
動
車
共
済
、
職
員

火
災
・
自
動
車
共
済
、
特
定
疾
病

保
険
、
任
意
共
済
、
団
体
生
命
共
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■共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口（建物400口、動産200口）で、6,000万円（風水雪害は450万円）
を限度に補償します。

●あなたの所有する居住用建物およびその建物内にある動産
●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に居住する建物および
　その建物内にある動産

共 済 契 約 の 最 高 限 度 額

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

■共済契約できる物件
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！
い
つ
で
も
申
し
込
み
可
能

風水雪害特約制度

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

小さな掛金で大きな安心

◎火災共済契約に任意で付加することができる特約制度です。風水雪害による
損害に共済金を支払います。

◎この特約を付加することで、火災共済契約の風水雪害共済金に加算して、損
害額の50％または火災共済契約額の50％のいずれか少ない額を限度に、風水
雪害特約共済金が支払われます。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の
支払合計額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）

◎特約共済掛金は、一口（10万円）につき50円です。（火災共済契約の契約口
数と同口数を付加していただきます。）

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
長　
　

原　

田　

啓　

一

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

会
計
管
理
者 

参
事
・
総
務
課

長
事
務
取
扱　

　

吉
本　

知
己

総
括
副
参
事　
　

原
子
美
香
子

総
括
主
幹　
　

上
原
俊
一
郎

主　
　
　

査　
　

嶋
田　

裕
哉

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
事
務
、
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
事
務
、
自

治
会
館
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る

事
務

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

滞
納
整
理
課

機　

構　

長　
　

川
崎　
　

了

滞
納
整
理
課
長　
　

伊
藤　

義
章

副　

参　

事　
　

平
野　

法
泉

主
幹
専
門
員　
　

金
枝　

秀
樹

主　
　
　

査　
　

芳
賀　

香
織

主　
　
　

事　

※
蝦
名　

香
澄

専　

門　

員　
　

髙
橋　

淳
一

専　

門　

員　
　

藤
田　
　

昭

専　

門　

員　
　

福
井　
　

宏

専　

門　

員　
　

横
山　

麻
美

専　

門　

員　

※
小
原　

淳
子

専　

門　

員　

※
小
林　

紀
子

市
町
村
税
等
の
滞
納
整
理
に
関
す

る
事
務

済
、
個
人
年
金
共
済
、
総
合
賠
償

補
償
保
険
、災
害
対
策
費
用
保
険
、

消
防
設
備
資
金
の
融
資
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随 想
第49話

石
いし

橋
ばし

　勝
かつ

大
ひろ

プロフィール
町議会議長｡
現在１期目、79歳｡

横浜町長

　

横
浜
町
は
、
昭
和
三
十
三
年
四

月
に
横
浜
村
か
ら
町
制
施
行
し
、

下
北
半
島
の
首
位
部
、
陸
奥
湾
に

面
し
た
臨
界
山
村
で
あ
り
、
北
は

む
つ
市
、
南
は
野
辺
地
町
と
隣
接

し
て
お
り
、
町
を
縦
貫
す
る
国
道

二
七
九
号
線
は
、
国
道
四
号
線
と

下
北
半
島
と
結
ぶ
基
幹
道
路
で
、

そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

現
在
で
は
、
下
北
縦
貫
道
路
が

横
浜
吹
越
バ
イ
パ
ス
ま
で
開
通
し

て
お
り
、
道
の
駅
よ
こ
は
ま
を
含

む
周
辺
エ
リ
ア
を
地
方
創
生
拠
点

と
位
置
付
け
、
道
の
駅
よ
こ
は
ま

周
辺
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
横
浜
町
と
言
え
ば
、「
菜

の
花
」
を
連
想
さ
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。

　

第
一
回
「
菜
の
花
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
開
催
は
平
成
三
年
（
一
九

九
一
年
）
五
月
。
当
時
、「
ふ
る

さ
と
創
生
一
億
円
事
業
」
の
使
途

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、「
日
本

一
の
作
付
面
積
の
菜
の
花
の
町
」

と
し
て
の
町
お
こ
し
を
構
想
し
、

町
内
各
団
体
で
構
成
す
る
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
旧
通
産
省
支
援

事
業
の
補
助
を
得
て
開
催
し
た
の

が
始
ま
り
で
し
た
。

　

今
後
も
横
浜
町
の
地
域
資
源
、

素
材
を
最
大
限
活
用
し
、
お
と
ず

れ
る
人
、
迎
え
る
人
と
の
交
流
の

場
を
作
り
、
菜
の
花
フ
ェ
ス
テ
バ

ル
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
行

事
等
を
さ
ら
に
工
夫
を
こ
ら
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
横
浜
町
の
も
う
ひ
と
つ

の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
有
名
な
の

が
「
横
浜
な
ま
こ
」
で
あ
り
ま
す
。

横
浜
町
の
「
な
ま
こ
」
の
歴
史
は

江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

鎖
国
制
度
に
よ
り
外
国
と
の
貿
易

が
制
限
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ

て
も
、
乾
燥
な
ま
こ
は
ア
ワ
ビ
や

フ
カ
ヒ
レ
と
並
ぶ
、
輸
出
重
要
品

目
（
俵
物
三
品
）
と
し
て
指
定
さ

れ
、
中
国
に
輸
出
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
に
な
り
、
流
通
の
整
備
が
進

む
と
、「
な
ま
こ
」
は
生
食
と
し

て
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

　

横
浜
町
で
漁
獲
さ
れ
る
「
な
ま

こ
」
は
身
が
や
わ
ら
か
い
の
が
特

徴
で
す
。
身
が
固
く
な
る
原
因
の

骨
片
（
こ
っ
ぺ
ん
）
が
少
な
く
、

や
わ
ら
か
い
食
感
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
、
皆
様
に
食
べ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
横
浜
町
に
は
古
く

か
ら
歴
史
の
あ
る
横
浜
町
桧
木
八

幡
神
社
が
あ
り
ま
す
。
八
幡
神
社

例
大
祭
は
、
秋
祭
り
と
し
て
平
安

時
代
か
ら
続
く
神
社
で
の
神
事
の

後
に
、
社
殿
前
の
舞
台
で
神
楽
舞

や
手
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
披

露
さ
れ
ま
す
。
神
興
渡
御
で
は
、

神
興
を
中
心
に
前
後
十
三
の
神
楽

団
体
が
並
ん
で
、
に
ぎ
や
か
な
笛
、

太
鼓
、
鉦
の
音
と
と
も
に
町
を
練

り
歩
き
ま
す
が
、
こ
の
祭
り
が
終

わ
る
と
駆
け
足
で
冬
が
や
っ
て
く

る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
横
浜
町
は
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
と
い
う
誠
に
困
難
な
問

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
過
疎
化

に
強
い
地
域
を
目
指
し
、
私
も
職

員
と
と
も
に
汗
を
流
し
、
な
ん
と

か
町
に
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
と

い
う
思
い
で
職
務
に
励
ん
で
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

菜
の
花
の
町

我
が
故
郷　

横
浜
町


